
相談

「社会福祉施設等における感染拡大防止のための留意事項」
令和2年３月６日付け厚生労働省事務連絡に基づき作成

□　「受診・相談センター」に連絡し、指示を受けたか。

 □　施設長、理事長等への報告を行い、施設内で情報共有を図ったか。

　疑い患者発生時における「対応記録」を作成し、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　以下の項目ごとに記録してください。

・患者発生日時 ・受診医療機関名

※以上の項目等について、感染症法に基づき保健所が確認する場合があります。

□　家族への連絡
　　 発生状況を説明し、「受診・相談センター」の指示に従っている旨の 説明と今後の

　　　「二次感染予防」や保健所の調査等についての協力を依頼したか。

□　嘱託医、協力医療機関への連絡
　　 発生状況を説明し、「受診・相談センター」の指示に従っている旨の 説明と今後の　

　　　「二次感染予防」についての協力を依頼したか。

□　県や市町村の社会福祉施設所管課への連絡
　　 県や市町村の施設所管課に連絡し、発生状況を説明し、「受診・相談センター」の 

     指示に従っている旨の説明と今後の指示を受けたか。

１　発生時における情報共有・報告等の実施

・患者発生日時　　・受診医療機関名　　・医療機関への移動手段、開始時間
・患者の居室名、同室者の有無　　　　　 ・嘔吐や失禁の有無、場所、処理方法等
・接触した職員・利用者等の氏名　　　   ・患者の症状、これまでの健康記録
・患者及び同室者等のマスクの使用状況　　　・訪問者の有無及びその関係
・職員のフェイスシールド等の防護具の使用状況

令和２年12月２４日版

新型コロナウイルス感染が疑われる者が発生した場合の対応について

～　社会福祉施設等用・チェックリスト　～

令和２年１２月に本チェックリストは「発生時の対応」を主としたものに改定しまし
た。各施設等の状況に応じて、職員間の情報共有などにご活用ください。
また、事前予防については下記のチェックリスト等を参考にしてください。

＜参考＞
○社会福祉施設等における感染拡大防止のための留意点について（その２）
　（一部改正）（厚生労働省事務連絡・令和２年１０月１５日発出）
○社会福祉施設における施設内感染予防のためのチェックリスト＜Ｖｅｒ．2＞
　（徳島県版・令和２年１２月）



施設等種別 担当課 電話番号

高齢者関係

入所系
長寿いきがい課
施設サービス指導担当

088-621-2182

通所・訪問系
長寿いきがい課
在宅サービス指導担当

088-621-2192

障がい児・者関係
（身体・知的）

入所・通所系
障がい福祉課
施設サービス指導担当

088-621-2235

訪問系
障がい福祉課
在宅サービス指導担当

088-621-2242

障がい者関係
（精神）

健康づくり課
こころの健康担当

088-621-2221

救護施設
国保・自立支援課
保護・自立支援担当

088-621-2166

児童養護施設
次世代育成・青少年課
こども未来応援室

088-621-2180

２　消毒・清掃等の実施

□　当該利用者の居室等の消毒・清掃の際、及びその前後に、「換気」を実施してい
　　 る か。

□　消毒・清掃作業を実施する前に、サージカルマスク、使い捨て手袋・使い捨て袖
　　　つきエプロン等を着用しているか。

□　ドアノブ、扉、手すり、テーブル、便座など、利用者が触れた可能性がある箇所

　　 すべてを「消毒用エタノール」で清拭しているか。
　　 あるいは「次亜塩素酸ナトリウム液」(0.05％)で清拭後、湿式清掃し、乾燥させてい

　　 る か。

【徳島県各施設所管課連絡先】

※市町村の認可・指定を受けている施設等は、市町村の担当課に連絡してください。

消毒剤の噴霧は、ウイルスの舞い上がりの可能性があるので
　　   避けてください！

利用者が頻繁に触れる箇所を想定し消毒・清掃を！！



３　積極的疫学調査への協力等

感染者が発生した場合は、保健所の指示に従って、濃厚接触者
となる利用者等の特定に協力してください。
その際、可能な限り利用者のケア記録や面会者の情報の提供を
行ってください。

□　新型コロナウイルス感染が疑われる者と「同室」又は「長時間の接触」が あった

　　 者を確認しているか。

□　適切な感染の防護（マスク及びフェイスシールド等）無しに新型コロナウイルス
　　 感染が疑われる者を診察、看護もしくは介護をしていた者を確認しているか。

□　新型コロナウイルス感染が疑われる者の「気道分泌液」若しくは「体液」、
       「排泄物」等の「汚染物質」に直接触れた可能性が高い者を確認しているか。

●濃厚接触が疑われる者

４　濃厚接触が疑われる者に係る適切な対応の実施

●施設職員の場合の対応

濃厚接触者については、１４日間にわたり健康状態を観察するこ
ととしていますが、詳細な期間や対応については保健所の指示
に従ってください。

【感染が疑われる職員】

感染が疑われる職員については主治医や地域で身近な医療機関、「受診・
相談センター」等に電話連絡し、指示を受けること。

【濃厚接触者であって感染が疑われる職員】

保健所により濃厚接触者とされた職員については、自宅待機を行い、保健
所の指示に従うこと。

 □　手で触れることの出来る距離（目安として1メートル）で、必要な感染予防策なし  

       で、新型コロナウイルス感染が疑われる者と15分以上の接触があった者。
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・嘔吐物の有無、場所、処理方法等

・患者の症状、健康記録

□　当該利用者については、原則として「個室」に移動させているか。

□　当該利用者とその他の利用者の介護等に当たっては、可能な限り担当職員を
　　 分けて対応を行っているか。

□　当該利用者へのケアについては、「部屋の換気」を１、２時間ごとに５～１０分間
　　 行っているか。また、共有スペース等についても定期的に換気しているか。

□  職員は「使い捨て手袋」と「サージカルマスク」（飛沫感染リスクが高い状況では
　　 必要に応じてゴーグルやフェイスシールド・使い捨て袖付きエプロン、ガウン等）　　
　　 を着用してケアをしているか。　 

□  ケアの「開始時」と「終了時」に、「液体石けんと流水」による手洗い又は「消毒用
　　 エタノール」による手指消毒を実施しているか。　　

□  手指消毒の前に顔（目・鼻・口）を触らないように職員に指示をしているか。　　

徳島県保健福祉部 保健福祉政策課　　

□  体温計等の器具は、可能な限り当該利用者専用としているか。
　　 その他の利用者にも使用する場合は、「消毒用エタノール」で清拭しているか。　　

□  当該利用者以外の利用者についても、「手洗い等」の感染防止のための取組みを
　 　促しているか。　　

□　当該利用者が使用したマスクや吐物・体液等を処理したティッシュ、介護や看

      護の際に使用したマスクや手袋等の「廃棄物」は、感染防止の観点から、ごみ
     袋に入れて封をして排出する、捨てた後は手を洗う等の感染防止策を実施して
     いるか。

新型コロナウイルスに関する情報

新型コロナウイルスに関する情報を日々更新しております。

徳島県のホームページ（右のQRコード）でその情報を
ご覧いただけますので、是非ご確認ください。

●利用者の場合の対応

※「通所」施設等の場合，当該利用者は自宅待機を行ってください。

□　個室管理ができない場合は、濃厚接触者にマスクの着用を求めた上で、「ベッド

　　 の間隔を２ｍ以上あける」または、「ベッド間をカーテンで仕切る」等の対応を実　
　　 施しているか。

□　濃厚接触者が部屋を出る場合はマスクを着用し、手洗い、アルコール消毒によ
　　 る手指衛生を徹底しているか。


